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久
し
く
絶
え
て
ゐ
た
薪
能
が
復
活
し
て
、
こ
ゝ
に
再
、
恒
例
の
行
事
と
な
つ

た
の
は
、
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
志
深
い
大
和
侍
の
児
孫
と
称
す
る
人
が
あ

つ
て
、
南
都
の
神
事
芸
能
を
興
す
こ
と
を
以
て
、
偏
に
祖
先
に
こ
た
へ
る
道

と
信
じ
、
世
の
思
議
を
越
え
る
奇
特
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

旧
日
本
の
民
俗
に
は
、
年
の
初
め
一
月
望
日
に 

御  

薪 

ミ
カ
マ
ギ

を
積
ん
で
、
平
常
仕

へ
る
所
に
勤
労
の
誠
を
示
す
風
、
既
に
飛
鳥
の
宮
廷
記
録
が
あ
り
、
現
に

「
小
正
月
」
の
習
俗
と
し
て
残
存
す
る
地
方
も
多
い
。

薪
能
の
語
原
に
就
い
て
、
近
年
傾
聴
す
べ
き
新
説
の
あ
る
こ
と
も
知
つ
て
ゐ

る
。
が
、
姑
ら
く
先
輩
の
説
に
卑
見
を
も
ま
じ
へ
て
、
啓
蒙
の
文
を
綴
る
。

興
福
寺
東
西
金
堂
の
鎮
守
河
上
・
氷
室
両
社
の
神
が
、
右
二
堂
の
仏
の
為
の
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御
薪
を
積
む
儀
が
、
二
月
初
め
の
修
二
会
に
併
せ
行
は
れ
た
昔
か
ら
、
時
を

経
て
い
つ
か
西
金
堂
ば
か
り
に
執
り
行
ふ
こ
と
に
な
り
、
更
に
お
な
じ
寺
の

南
大
門
の
芝
に
、
処
を
定
め
る
に
到
つ
た
の
で
あ
る
。

翁
姿
の
聖
者
の
修
二
会
に
来
臨
し
た
宗
教
儀
礼
が
、
薪
を
負
ふ
老
躰
の
振
舞

ふ
芸
能
に
な
り
ゆ
く
径
路
は
、
想
像
す
る
に
容
易
で
あ
る
。
こ
の
芸
が
薪
猿

楽
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
猿
楽
者
の
演
ず
る
猿
楽
で
あ
つ
て
、
薪
を
積
む
古
習

俗
に
起
因
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
体
、
猿
楽
者
の
興
隆
し
た
の
は
、
恰
も
、
確
執
多
い
大
和
侍
の
競
ひ
起
つ

た
時
に
当
つ
て
ゐ
た
。
宮
寺
の
旧
儀
も
世
間
動
乱
に
妨
げ
ら
れ
て
、
定
例
ど

ほ
り
行
ふ
こ
と
の
方
が
、
珍
し
い
ほ
ど
で
あ
つ
た
。

修
二
会
は
行
ふ
こ
と
な
く
、
薪
猿
楽
独
り
行
は
れ
る
こ
と
も
あ
つ
た
乱
離
の
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間
に
、
其
も
栄
え
る
も
の
は
栄
え
て
、
猿
楽
全
盛
の
春
は
来
た
。

古
く
は
二
月
二
日
、
近
代
の
風
で
は
、
其
六
日
か
ら
向
う
一
七
日
。
そ
の
中
、

三
日
目
以
後
は
、
毎
日
一
座
、
四
日
間
、
四
座
の
太
夫
の
薪
猿
楽
奉
納
が
、

春
日
社
頭
に
行
は
れ
る
。
最
後
の
日
は
、
四
座
打
ち
揃
つ
て
南
大
門
の
能
が

行
は
れ
た
。

猿
楽
者
の
持
つ
芸
種
目
は
、
必
し
も
単
純
で
は
な
か
つ
た
。
種
々
先
行
芸
能
、

田
楽
・
曲
舞
・
小
歌
の
類
に
し
て
、
猿
楽
の
中
に
併
容
せ
ら
れ
ず
に
ゐ
た
も

の
は
寧
、
少
か
つ
た
位
で
あ
る
。
外
来
の
伝
統
を
持
つ
呪
師
の
技
術
も
、
固

よ
り
そ
の
一
つ
で
あ
つ
た
。

猿
楽
芸
能
の
基
本
に
な
つ
た
翁
舞
は
、
複
雑
多
趣
な
も
の
だ
が
、
こ
の
呪
師

の
演
ず
る
芸
種
目
の
中
に
も
、
特
有
の
翁
は
あ
つ
た
。
そ
れ
を
「 

呪 

師 

走 

ス
シ
ハ
シ
リ
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の
翁
」
と
呼
び
馴
れ
た
の
は
、
出
自
の
呪
師
芸
能
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

四
座
其
他
の
猿
楽
側
で
言
ひ
の
こ
し
た
語
な
の
で
あ
ら
う
。
春
日
社
頭
の
薪

能
の
翁
は
、
此
、
呪
師
走
と
謂
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

猿
楽
の
種
々
の
翁
の
中
、
呪
師
走
を
以
て
、
最
古
い
も
の
と
す
る
に
傾
く
説

も
あ
る
。
或
は
又
、
翁
猿
楽
の
中
、
外
来
種
に
属
す
る
一
つ
の
変
り
手
と
見

る
こ
と
も
出
来
る
や
う
に
も
思
ふ
。
そ
の
い
づ
れ
か
は
、
今
年
薪
能
の
群
集

に
参
加
な
さ
れ
た
あ
な
た
方
の
「
勘
」
の
直
感
す
る
所
に
信
頼
を
か
け
た
い

と
思
ふ
。
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